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新監査公表第９号 

 

 平成２２年度包括外部監査の結果に基づく措置について、新潟市長から通知があったので、地方自

治法（昭和２２年法律第６７号）第２５２条の３８第６項の規定により以下のとおり公表します。 

  

平成２４年１２月２７日 

 

新潟市監査委員  西  和 男  

   同     山 崎 隆 夫 

 同     石 橋 慶 助 
 同     山 田 洋 子 

 

 
平成２２年度包括外部監査 

「新潟市の有する不動産に関する事務の執行について」 
 
新潟市長が講じた措置 

報

告

書

頁 

監査対象 監査結果の概要 
結果に対する措置 

（平成 23年度） （平成 24年度） 
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財務部 

財産管理

運用課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 3部 監査の結果及び意

見 

Ⅰ 不動産の情報管理に

ついて 

４ 公会計改革への対応

に関する監査の結果 

(3) 意見 
① アセットマネジメント

の推進の強化 
各課を横断し一括して

財産を管理する推進責任

部署を組織し、公会計改革

と併せてアセットマネジ

メントの推進を強化する

ことなども検討すべきで

ある。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
アセットマネジメントの

推進については、地方公会

計の整備と公有財産の適

正かつ効率的な管理・活用

（ＦＭ（ファシリティマネ

ジメント）、アセットマネ

ジメント）に向け、全庁を

挙げた庁内体制を構築す

るべく取り組みをおこな

っています。 

また、平成 24 年度にア

セットマネジメントを推

進する部署の設置を検討

しています。 

【検討中】 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
地方公会計の整備と公 

有財産の適正かつ効率的

な管理・活用に向け、平成

24 年度に専門組織を設置

し、全庁を挙げた財産経営

の推進に取り組んでいま

す。 
 なお、財産管理の一括化

は、災害等の迅速対応を考

慮すると現実的ではない

ため、平成 24 年度に保全

管理、財産活用について役

割分担をする方針を決定

しました。 

 未利用不動産などの普

通財産の通常の保全、管理

は区を中心とし、財産管理

運用課は、全体状況把握、
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５ アセットマネジメン 

トに必要な情報収集に関 

する問題点・課題について  
(2) 意見 
②人事異動を前提とした

管理体制の構築 
・属人的な引き継ぎに頼る

管理体制ではなく、内部統

制体制を構築することに

よる継続的な管理体制を

強化すべきと考える。 
 

⑤まとめ 
・固定資産台帳の完成時期

の目処さえも立っていな

い状況である。 
 
 

 

Ⅴ 未利用不動産につい

て 

３ 未利用不動産に関す 

る調査の結果及び意見 

【旧横井小学校跡地】（主

管課：北区総務課） 
 未利用期間：8年間 
【現況】 空き地。 
【処分予定】 具体的な予

定なし。 
（※当該土地の草刈り及

び害虫対策を委託してい

る地元自治会から、平成 21
年にゲートボール場とし

て、有償貸付の打診があっ

たが金額面で折合いがつ

かず、貸付けに至らなかっ

た。） 
【意見】 
当地は、市街化調整区域

内にある小学校のグラウ

ンド跡地であり、広大な面

積を有している。都市計画

法の制約もあり用途は限

定的である。しかし、敷地

を囲むように桜の木が立

 
 
 
 
 
 
 
 
 
台帳の整備に併せて、管

理体制や情報の更新作業

等についてルーティン化

を含めて検討してまいり

ます。 

【検討中】 

 
固定資産台帳の完成時

期については、平成 23 年

度作成のロードマップで

示す方向で検討してまい

ります。 

【検討中】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
公共利用の場として地 

元から開放の要望があっ

たときに、適切な処理に努

めて検討してまいります。 

 アセットマネジメント

の専門部署での検討につ

いては、専門部署の設置に

評価、財産活用方針、入札

による売却など総括的な

役割を担います。 
【措置済み】 

 
 
 

 
 
全庁的な職員の意識改

革のため、財産経営研修と

施設保全研修を継続的に

実施して体制強化を図り

ます。 
【方針決定】 

 
固定資産台帳は平成 24

年度に試行版を作成し、平

成 25 年度から正式な台帳

として整備します。 

【方針決定】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
太陽光発電の用地とし

て民間事業者から申し出

があり、地元にも説明の

上、調整を進めましたが、

想定した発電量が確保で

きず合意には至りません

でした。今後も地元の理解
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っており、公園や総合運動

場等として活用すること

は、住民福祉の観点から、

その意義は少なくないと

考える。アセットマネジメ

ントの専門部署で検討す

ることが望ましい。 
 
 
 
【大瀬柳市道用地残地】

（主管課：北区総務課） 
【現況】 空き地。 
【処分予定】 
具体的な予定なし。道路

改良の残地であるため、転

用・転売は困難と思われ

る。 
【意見】 
道路脇に 14 筆の土地が

点在しているが、大部分の

土地は公図も存在せず、場

所の特定もできない状態

であった。面積について

も、小さい土地については

1 ㎡に満たない土地も存在

しており、処分は非常に困

難であると思われる。 
このような物件は、隣接

地の所有者に譲与するこ

とも含め、アセットマネジ

メントの専門部門である

土地・財産活用担当と協議

をした上で、処分の方途を

探るべきである。 
 
【嘉山（藤曲）地内市有地】

（主管課：北区総務課） 
【現況】 空き地。 
【処分予定】 具体的な予

定なし。 
【意見】 
主要地方道新潟大外環

状線が昨年完成したばか

りで、これまでは処分につ

いて具体的な検討を行っ

てこなかったが、今後は検

討していくとのことであ

併せて、他都市の状況など

調査研究を進めてまいり

ます。 

【検討中】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
現地の特定に努め、隣接 

地の所有者に売払うなど

処分の方法を進めて検討

してまいります。 

 アセットマネジメント

の専門部署での検討につ

いては、専門部署の設置に

併せて、他都市の状況など

調査研究を進めてまいり

ます。 

【検討中】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【嘉山（藤曲）地内市有

地】、【旧市営住宅用地 1】、

【旧市営住宅駐車場用地

1】、【うでこき堤外公有

地】、【旧校長住宅用地】に

ついて 

を得ながら活用を図りま

す。 
また、公園・運動場等と

しての活用については、自

治会、コミュニティ協議

会、育成会などと相談し

て、地域の皆様が活用でき

る場として整備していき

ます。 
【方針決定】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
財産を管理する区と財

産を総括する財産管理運

用課で協議して、早期売却

などの財産活用、財産運営

を進めます。 
【方針決定】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
引き続き面積や形状及

び周辺環境を考慮し、県有

地と一体化した活用を図

るため，県と協議をはじめ

ます。 
【方針決定】 
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る。 
立地的には悪くはない

が、土地がそれほど広くな

いことや、一部新潟県有地

も含まれていることなど

から、新潟県や土地・財産

活用担当と協議をしなが

ら、処分または活用の方途

を探っていくべきである。 
 
【旧市営住宅用地 1】（主管

課：北区総務課） 
【現況】 空き地。 
【処分予定】 具体的な予

定なし。 
【意見】 
主管課によれば、市営住

宅の建築予定地として取

得されたが、資金不足等を

理由に建築に至らなかっ

たとのことである。立地は

ＪＲ豊栄駅に近く、北側に

は住宅地が広がっている。

仮に宅地としての売却が

可能であるなら、151,769

千円相当の売却価額に、翌

年度からの固定資産税に

よる収入が見込める。財産

管理運用課を通じて入札

を実施するなど具体的な

処分が実行されることが

強く望まれる。 
この点、主管課によれ

ば、本土地については、新

潟市への合併後に、大規模

未利用地の利用計画を検

討する「土地情報連絡会

議」なる機関の検討対象と

なっており、主管課が個別

に利用計画を検討するこ

とはできなかった、とのこ

とである。本土地について

は、現時点において、「土

地情報連絡会議」、財産管

理運用課及び主管課を含

めたいずれの機関におい

ても、具体的な利用計画案

を検討している事実は伺

面積や形状及び周辺環 

境を考慮し、当該財産の処

分または活用方法につい

て検討してまいります。 

【検討中】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
貸付け又は売却可能な

土地としてホームページ

に公開しており、今後も売

却等に向けて工夫を重ね

ていきます。 
【措置済み】 
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われなかった。 
 

【旧市営住宅駐車場用地

1】（主管課：北区総務課） 
【現況】 空き地。 
【処分予定】 具体的な予

定なし。 
【意見】 
もともとは市営住宅の

専用駐車場として無償利

用されていたが、新潟市に

合併される際に他の市営

住宅との公平を図るため

に無償利用を停止した。現

在は、別に市営住宅の専用

駐車場が存在しているた

め、今後駐車場として利用

されることは想定し難い。

しかし、126 ㎡という決し

て狭い土地ではなく、近隣

住民への売却等の検討の

余地は十分にあると考え

る。 
 
【うでこき堤外公有地】

（主管課：秋葉区総務課） 
【現況】 空き地 
【処分予定】 具体的な予

定なし。 
【意見】 
河川脇の堤外に点在す

る公有地であるが、堤防脇

という立地と、不整形地と

いう条件から、宅地・農地

を問わず、具体的な利用方

法が見出しにくく著しく

処分が困難な物件と思わ

れる。戦後間もないころに

取得されたようであり、取

得の経緯は全くの不明で

ある。当時、うでこき地区

に橋を新設しようとの陳

情が起こり、そのための通

路として用地を取得した

ところ、計画が実現せず、

そのままになってしまっ

たようである。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

引き続き面積や形状及

び周辺環境を考慮し、売却

等当該財産の処分または

活用を進めていきます。 
【方針決定】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

立地条件から有効利用

が困難であるため今後も

保有せざるを得ないと考

えますが、今後の経済状況

等を見極めながら、利用方

法を図っていきます。 
【方針決定】 
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【旧校長住宅用地】（主管

課：秋葉区総務課） 
【現況】 空き地 
【処分予定】 
合併前より売却する方

向で地元住民に探ってみ

たが、現地が袋小路である

ことや金額的な理由から

売却の目途が立っていな

い。  
【意見】 
整形地であり住宅地内

であるが、隣接する道路の

幅員が狭く、袋小路にある

ため宅地としての市場性

は劣るものと判断される。 
しかし、元々住宅の底地

であり、造成もされている

ことから、処分が極端に困

難とまでは言えないもの

と考える。現在、財産管理

運用課にて処分を検討し

ているとのことであるが、

具体的に入札までには至

っていない。粘り強く処分

の方途を探るべきである

と考える。 
 
【豊栄駅木崎線残地】（主

管課：北区総務課） 
【現況】 空き地。 
【処分予定】 具体的な予

定なし。 
【意見】 
立地はＪＲ豊栄駅の目

の前である。しかし、狭小

の土地であり、近隣住民以

外への売却は想定し難い。

本件のように、市の計画を

実行した結果、市場性の乏

しい残地が生じるケース

は多数存在すると考えら

れる。そこで、かかる残地

の処分方針について、本格

的な検討が行われるべき

である。 
 
【旧市営住宅用地 2】（主管

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
面積や形状及び周辺環 

境を考慮し、当該財産の処

分または活用方法につい

て検討してまいります。 

 残地の処分方針につい

ては、他都市の状況など調

査研究を進めてまいりま

す。 

【検討中】 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
貸付け又は売却可能な

土地としてホームページ

に公開しており、今後も売

却等に向けて工夫を重ね

ていきます。 
【措置済み】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
貸付け又は売却可能な

土地としてホームページ

に公開しており、今後も売

却等に向けて工夫を重ね

ていきます。 
【措置済み】 
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課：北区総務課） 
【現況】 空き地。 
【処分予定】 具体的な予

定なし。 
【意見】 
もともと公園であった

土地が道路の新設により

分断された結果生じた残

地と思われる。線路に接し

た狭小な土地であり、隣接

地の所有者以外の利用希

望者は想定し難い。このよ

うなケースでは、主管課が

日常業務と併せて、売買交

渉を継続的に行うことは

考えにくく、且つ当該主管

課において不動産売買の

ノウハウがあるわけでは

ないものと考えられるた

め、アセットマネジメント

の専門部門に移管の上、処

分を任せるなどの体制を

敷く方が効率的であると

考える。 
 
【秋葉区役所小須戸出張

所脇公有地】 
（主管課：秋葉区総務課） 
【現況】 空き地 
【処分予定】 
売却を予定しているが、

具体的な予定なし。 
【意見】 
秋葉区役所小須戸出張

所脇に隣接する事業所と

道路の間に挟まれた狭小

地で、スペースとしては車

1 台分程度しかない。不動

産としての市場性はほと

んどないものと考える。過

去において売買の交渉を

おこなった経緯はあるよ

うであるが、最近では売買

交渉が行われていない。 
このようなケースでは、

主管課が日常業務と併せ

て、売買交渉を継続的に行

うことは考えにくく、且つ

 
 
 
 
 
【旧市営住宅用地 2】、【秋

葉区役所小須戸出張所脇

公有地】、【旧矢代田小学校

代替用地】、【旧鷲ノ木住

宅】について 

面積や形状及び周辺環

境を考慮し、当該財産の処

分または活用方法につい

て検討してまいります。 

 アセットマネジメント

の専門部署での検討につ

いては、専門部署の設置に

併せて、他都市の状況など

調査研究を進めてまいり

ます。 

【検討中】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
財産を総括する財産管

理運用課と協議して、土地

の活用、処分を進めていき

ます。 
なお、民間業者から利用

の照会があり、当該土地を

紹介しています。正式に申

し出があれば貸付します。 
【方針決定】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
財産を管理する区と財

産を総括する財産管理運

用課で協議して、早期売却

などの財産活用、財産運営

を進めます。 
【方針決定】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

8 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

112 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

118 

 

 

 

 

 

 

 

 

当該主管課において不動

産売買のノウハウがある

わけではないものと考え

られるため、アセットマネ

ジメントの専門部署に移

管の上、処分を任せるなど

の体制を敷く方が効率的

であると考える。 
 
【旧矢代田小学校代替用

地】（主管課：秋葉区総務

課） 
【現況】 空き地 
【処分予定】 具体的な予

定なし。 
【意見】 
住宅街に隣接する山林

であり、地積は 2,218㎡と

広大である。道路と隣接し

ている部分は水路を挟ん

でいるため、用地内に進入

できる通路は無い。 
他の未利用地に比べれ

ば、宅地などの大規模開発

用地としての適性はある

と考えるが、造成や進入路

の確保などで、開発には相

当の資金の投入が必要と

思われる。 
このような大規模開発

を要する物件についても

主管課において処分の管

理・処分を行うのは効率的

とは思われない。やはり、

アセットマネジメントの

専門部署において処分・活

用の方法を考案すべきで

あると考える。 
 

【旧鷲ノ木住宅】（主管

課：南区総務課） 
【現況】 空き地 
【処分予定】 具体的な予

定なし。 
【意見】 
旧市営住宅跡地である。

道路に面しているが、もと

もと河川敷の土地である

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
財産を管理する区と財

産を総括する財産管理運

用課で協議して、早期売却

などの財産活用、財産運営

を進めます。 
【方針決定】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
財産を管理する区と財

産を総括する財産管理運

用課で協議し、貸付け又は
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ため、奥に向かって下に傾

斜している。処分に当たっ

ては造成（盛土）が必要で

ある。間口が狭いため処分

価値は低いと思われる。隣

地（市所有）と一体的に活

用を考えるのであれば、そ

の隣が観光果樹園である

ため処分可能性が高まる

と思われる（駐車場用地な

ど）。しかし、現状、隣地

に消防小屋が建っている

ため移転が必要になる。同

じ公有地でも、こういう消

防局との調整が必要なケ

ースなどでは主管課だけ

での対応では限界がある

ため、アセットマネジメン

トの専門部署へ移管し、そ

こが関係部局との調整も

含め総合的な処分方針・計

画を検討をすべきと考え

る。 
 
【本町 5 住宅代替用地】

（主管課：秋葉区建設課）  
【現況】 雑種地 
【処分予定】 具体的な予

定なし。 
【意見】 
現場は 62.08㎡と狭小で

あり、公道にも接していな

い。隣接する通路の幅員は

2m未満であり、物件の市場

性は著しく劣る。 
宅地としての利用を前

提とするならば、近隣住民

への売却を考慮するしか

選択肢は無いように思わ

れるが、聞き取り調査の結

果（詳細は不明であるが）

過去にそのような斡旋を

近隣住民に対し行ったと

ころ、買い手がつかなかっ

た経緯があるようである。 
経済合理性の面からは、

仮に、市民に無償譲渡をし

ても、少なくとも固定資産

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【本町 5 住宅代替用地】、

【蔵町宅地造成用地】につ

いて 

 当該財産の処分または 

公共施設としての有効活 

用について検討してまい 

ります。 

【検討中】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

売却可能な土地としてホ

ームページに公開してお

り、今後も売却等に向けて

工夫を重ねていきます。 
【措置済み】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
公共施設としての活用

について、消防署と協議

し、検討した結果、入口が

2m 未満と狭いことから

防火水槽への利用は困難

でした。 
隣接地の地権者への処

分を含め、今後の利用方法

を図っていきます。 
【方針決定】 
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税は徴収できるわけなの

で、今後の利用が見出せな

いのであるなら、価格にか

かわらず、何らかの形で第

3 者への譲渡を検討する

か、公共施設の敷地として

の活用を検討すべきであ

ると考える。 
主管課としては、防火水

槽などの公共施設として

の利用を検討したいとの

ことである。 
 
【蔵町宅地造成用地】（主

管課：秋葉区建設課） 
【現況】 宅地（旧小須戸

町で造成したもの）。 
【処分予定】 具体的な予

定なし。 
【意見】 
道路整備事業に伴う代

替地として取得された土

地である。事業計画が頓挫

してしまった経緯につい

て、詳細は不明であるが、

当時の担当者からの聞き

取りによれば、平成 15 年

ごろまでは当該路線を整

備していたが、その後、用

地取得の見込みが立たな

くなり、事業の遂行が困難

になったとのことである。

しかし、計画自体が「廃止」

となっていないため代替

地としては残されており、

9 年間未利用となってい

る。宅地としての整備がな

されており、診療所・旧小

須戸町の中心街にも近く、

市場性は比較的高いもの

と判断される。仮に、宅地

としての売却が可能であ

るなら、評価額 22,926 千

円相当の売却価額に、翌年

度からの土地・建物の固定

資産税による収入などが

見込める。 
この物件も主管課とし

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
都市計画道路の代替地

として整備した土地であ

るため、地元の理解を得な

がら売却を進めていきま

す。 
【方針決定】 
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ては利用計画が具体的に

は検討されていない。財産

管理運用課を通じて入札

を実施するなど具体的な

処分が実行されることが

望まれる。 
 
【旧田家保育所】（主管

課：秋葉区総務課） 
【現況】 空き地 
【処分予定】 
田家自治会の町内会館

建設用地として地元から

要望あり。ただし、資金調

達の関係で実施計画未定。 
【意見】 
過去に具体的に計画が

上った再利用案は町内会

館用地としての利用との

ことであるが、周辺の自治

会間でも建設用地の取得

について資金の手当てな

どを巡って温度差がある

とのことで、現在まで計画

が具体化されていない。未

利用地となってから 14 年

の期間が経過しているこ

とを考えると、計画の実現

性には疑問を感じる。 
立地については、不整形

地のうえ、周辺の区画整理

も不十分であり、道路のア

クセスの面でも、主要道路

から細い道を入らねばな

らず、必ずしも処分性は高

いとは思われない。しか

し、当該物件は、田家地区

の集落内にあり、地積も 1、
360.96㎡と、まとまってい

ることから、町内会館建設

の計画に具体的な目途が

立たなければ、宅地への転

用などを視野に入れて入

札による売却などを検討

しても良いのではないか

と思われた。 
 
【舟戸集会所用地】（主管

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

田家自治会の自治会館

建設予定地になっていま

すが、建設するまでの間、

当該財産の有効活用につ

いて検討してまいります。 

【検討中】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
自治会は他に建設候補

地がないことから、当該地

に建設を希望しています。

今後、自治会と建設期限を

定め期限までに建設が実

現しないのであれば、売却

を進めていきます。 
【方針決定】 
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課：秋葉区総務課） 
【現況】 空き地 
【処分予定】 具体的な予

定なし。 
【意見】 
取得の経緯は上記の通

りであるが、現実の問題と

して、町内会館としての利

用が困難であるのなら、た

とえば防火水槽などの公

共施設としての利用や、公

園その他の緑化施設への

転用など、別の活用方法を

検討すべきではないかと

考える。地方自治法第 2条

第 14 項にいう「最大の効

果」とは単なる経済合理性

をいうのでは無く、公共の

福祉に適う利用の仕方も

含まれるものと解される

（むしろ、その方が行政本

来の存在意義ともいえ

る）。 
又、現地においては、自

治会が利用する倉庫が立

っており、公有地に自治会

施設を設置する以上、貸借

の契約は締結すべきもの

と考える。 
 
【旧加茂農林高校庄瀬分

校実習畑】 
（主管課：南区総務課）  
【現況】 空き地 
【処分予定】 具体的な予

定なし。 
【意見】 

旧加茂農林高校庄瀬 
分校（定時制）の実習畑。

旧庄瀬分校廃校後、近隣

にあった旧庄瀬中学校

が実習畑として利用し

ていたが、旧庄瀬中学校

が統合・新築移転になっ

たため未利用地になっ

た。接道がなく、信濃川

沿いの土手からしか進

入できず畑としてしか

 
 
 
 
 
舟戸自治会と防犯灯専 

用柱についての無償貸付

契約を結んであったため、

公有財産の口座名を「舟戸

自治会貸付地」及び管理態

様を「無償貸付」に変更し

ましたが、他の施設が混在

しているため、早急に実態

を把握し財産管理運用課

と協議をしながら、当該財

産の管理方法について検

討してまいります。 

【検討中】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【旧加茂農林高校庄瀬分

校実習畑】、【旧大鷲中学

校】について 

 隣接地の地権者への処

分について検討を進めて

まいります。 

【検討中】 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
現在、契約は防犯灯専用

柱設置用地（電柱２本分）

のみで、その他の利用につ

いては契約をしていませ

ん。自治会倉庫用地、地域

活動の広場などについて

は平成 24年度中に契約変

更を行います。 
【方針決定】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【旧加茂農林高校庄瀬分

校実習畑】、【旧大鷲中学

校】について 

今後隣接地の地権者へ

の処分を進めていきます。 
【方針決定】 
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利用できない。周辺も畑

であるが、農業後継者の

不足から耕作放棄地も

目立つことから、処分は

困難と思われる。しか

し、このような土地は隣

の農家に農地として売

却する方法以外処分可

能性がないため、価格を

下げてでも売却交渉を

すべきである。 
 
【旧大鷲中学校】（主管

課：南区総務課）  
【現況】 空き地（隣接道

路なく進入路なし）。 
【処分予定】 具体的な予

定なし。 
【意見】 
旧大鷲中学校のプール

跡地である。接道部分が地

元建設の残土置場になっ

ており、脇の水路の上を辿

って行くしか進入できな

い（袋地）。どうしてこの

ような場所にプールがあ

ったのか、当時の生徒はど

こを通行していたかは不

明である。事実上、残土置

場の所有者である建設会

社しか購入可能性がない

と考えられるため無償譲

渡をしても売却交渉をす

べきである。 
 

【旧木山保育所】（主管

課：南区総務課） 
【現況】 空き地 
【処分予定】 具体的な予

定なし。 
【意見】 
旧保育所跡地であり、25

年間未利用状態である。神

社の裏手にあり、隣接する

道路は、神社脇の砂利道

（1.5m 幅）しかない。周

辺住民は兼業農家が多い

（土地保有多い）こともあ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
処分、または他の公共的

用途としての活用につい

て検討してまいります。 

【検討中】 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
地域と協議して、処分、

活用を図ります。 
 【方針決定】 

 
 
 
 

水路 
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り、住宅地としての処分可

能性（ニーズ）はほぼゼロ

である。価格を下げてでも

近隣の農家に農地として

売却するか、他の公共的用

途として活用を検討すべ

きである。 
 
【旧諏訪木保育園】（主管

課：南区総務課）  
【現況】 空き地 
【処分予定】 具体的な予

定なし。 
【意見】 
旧保育園跡地である。現

状、フェンスで囲まれてお

り利用されていない。住宅

地にあり、処分可能性が高

いため、平成 11 年に公売

に出された経緯がある。2

社入札があったが、値段の

折り合いがつかず売却し

なかったとのことである。

ただし、水路を挟んだ隣接

地（公有地）と合わせると

不整形地になっており、そ

の隣接地が道路と接して

おらず接道部分に民間の

車庫が建っている。したが

って分割しての売却が困

難な地形になっている。し

かし、多少難点があったと

しても市場性が高く評価

額 23百万円の土地が 29年

間も処分が実施されない

ことは、固定資産税収入の

観点からも大きな機会損

失であったと言わざるを

得ない。財産管理運用課と

連携し、多少価格を下げて

も早急に売却すべきであ

る。 
 
【新飯田巡査駐在所裏空

地】（主管課：南区総務課） 
【現況】 空き地 
【処分予定】 具体的な予

定なし。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当該財産の処分または

活用方法について検討し

てまいります。 

【検討中】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成 24年 7月、入札に

より売却済です。 

【措置済み】 
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【意見】 
旧新飯田村の火葬場跡

地である。その後、旧白根

市が継承し、市町村合併に

より新潟市の所有になっ

た。昭和 40 年頃、市の衛

生センター（斎場）が建設

されたため各地の火葬場

が廃止になった。旧火葬場

ということで宅地として

の市場性はない。平成 3 年

に新飯田巡査駐在所を新

築した際に底地部分を貸

付けているが、残地部分が

未利用になっている。8 号

線に近い場所にあるが、隣

接道は狭い（約 2m）。隣が

駐在所と墓地であり、大規

模な工場（自動車部品関

連）が近く騒音もある。現

状は駐在所の敷地以外の

単独での利用は困難であ

る。警察署とも連携し、貸

付も含めた活用を検討す

べきである。 
 
新潟交通電鉄跡地（廃線

敷、中之口長場）】 
（主管課：西蒲区建設課） 
【現況】 
中之口川の堤防敷地の

法面と民有地に挟まれて、

細長い形状で存在した。堤

防敷地を拡大したところ、

細い余剰地として堤防の

法面と一体化して点在し

ている。写真は、地番 48-2

（19.00 ㎡）であり、法面

と一体化した状況にある。 
【処分予定】： 
地番 2116-2については、

一時、サイクリングロード

として利用する提案があ

ったが、燕市との連携がで

きなかった。その後、新た

な利用計画は存在せず、具

体的な予定はない。 
【意見】 

 
旧火葬場跡地であるこ

とから、処分は困難な土地

であるため、貸付など活用

方法について協議検討し

てまいります。 

【検討中】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
地域と協議して、処分、

活用を図ります。 
 【方針決定】 
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地番 2116-2 を除く土地

については、堤防の法面と

一体となっており、他に利

用価値はない。「未利用」

とは、そもそも「単独利用

可能なもので利用計画未

決定のもの」をいうとこ

ろ、当該土地が「未利用」

として選別されているこ

とに問題がある。 
ただし、点在する中で、

地番 178-2 は 112.00 ㎡も

あり、堤防の法面と一体化

している部分以外の存在

及び利用価値の有無を再

度検討する余地がある。 
 

 

 

 

 

 

【新潟交通電鉄跡地（廃線

敷、潟浦新）】 
（主管課：西蒲区建設課） 
【現況】 
新潟交通電鉄線の敷道

敷地のままの状態。枕木と

レールは撤去済み。別口座

【新潟交通電鉄跡地（廃線

敷、中之口長場）】に含ま

れる地番 2116-2 の延長線

上に位置する。 
【処分予定】 具体的な予

定なし。 
【意見】 
このまま何の方途も模

索しないまま放置すべき

ではなく、主管課による検

討にも限界があることか

ら、アセットマネジメント

の専門部署に移管するな

どにより、土地の活用また

は処分の方途を検討して

いくべきと考える。 
なお、調査したところ、

本件土地と別口座である

地番 2116-2 との間には、

【新潟交通電鉄跡地（廃線

敷、中之口長場）】、【新潟

交通電鉄跡地（廃線敷、潟

浦新）】について 

 当該財産の実態を精査 

したうえで、面積や形状及 

び周辺環境を考慮し、単独 

利用可能なものは未利用 

として処分または活用方 

法について検討してまい 

ります。 

また、単独利用できない 

土地は管理態様の変更を

検討し、適正な管理に努め

てまいります。 

 アセットマネジメント

の専門部署での検討につ

いては、専門部署の設置に

併せて、他都市の状況など

調査研究を進めてまいり

ます。 

【検討中】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

河川堤防の法面と一体

化しているため県への譲

与に向けて協議します。 
【方針決定】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
新潟市道が交差する地

点から約１００ｍで、燕市

との境界になることから、

単独での利用は考えられ

ないため、今後燕市との連

携を図っていきます。 
【方針決定】 
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さらに地番 4581-3 が存在

し、これはさらに別の第 3

の口座に含まれる。現況は

指摘したとおり、元鉄道敷

地の跡地であり、連続した

細長い土地であるところ、

これら 3筆をそれぞれ別の

３口座で管理しているこ

とに違和感がある。さらに

2 筆の未利用地に挟まれた

地番 4581-3 が未利用地と

されていないことからも

管理の不十分さが窺える。 
このような情報管理の

不十分さは、効率的なアセ

ットマネジメントの実践

を阻害する要因になるこ

とから、早急な改善が求め

られる。 
 

【一般村有林】（主管課：

西蒲区総務課） 
【岩室学校林】（主管課：

西蒲区総務課） 
【旧峰岡中学校林】（主管

課：西蒲区総務課） 
【松野尾小学校林】（主管

課：西蒲区総務課） 
【現況】 山林。 
【処分予定】 具体的な予

定なし。 
【意見】 
山の一部をなすため、こ

の部分だけを他に譲渡す

ることは考えがたい。勾配

も大きいため利用価値に

ついても問題があるため、

処分可能性は極めて低い

と言わざるを得ない。 
とはいえ、このまま何の

方途も模索しないまま放

置すべきではなく、主管課

による検討にも限界があ

ることから、アセットマネ

ジメントの専門部署に移

管するなどにより、土地の

活用または処分の方途を

検討していくべきと考え

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【一般村有林】、【岩室学校

林】、【旧峰岡中学校林】、

【松野尾小学校林】につい

て 

 佐渡弥彦米山国定公園 

内にあるため、処分は困難 

と思われることから、当該 

地の活用方法等について 

検討してまいります。 

 アセットマネジメント

の専門部署での検討につ

いては、専門部署の設置に

併せて、他都市の状況など

調査研究を進めてまいり

ます。 

【検討中】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【一般村有林】、【岩室学校

林】、【旧峰岡中学校林】、

【松野尾小学校林】につい

て 

佐渡弥彦米山国定公園

内にあり、現況が山林地帯

でもあることから処分は

困難と考えられます。ま

た、地形的にも用途が制限

されるものであることか

ら、利活用も難しいと考え

ます。 
財産を管理する区と財

産総括である財産管理運

用課で協議して、早期売却

などの財産活用、財産運営
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る。 
 
４ まとめ 

今回、回答を求めた未利 
用不動産について、当該物

件の情報が乏しく（不明な

ど）十分な現状把握・物件

管理が行き届いていると

は言い難い。また、公有財

産台帳よりの抹消手続漏

れや所属替手続の遅延な

ど、事務手続上の不備も散

見された。 
これらについては、早急 

に管理している土地の現

況を把握すべきである。 
次に、ほとんどの物件に 

ついて、利用または処分に

ついての明確な方針がな

く、早期に利用または処分

の方針を検討するべきと

いえよう。 
アセットマネジメント 

の専門部署としての財産

管理運用課又は土地・財産

活用担当の機能を強化し

たうえで、これらに、未利

用不動産の管理・運用全般

を委ねるべきではないか

と考える。その際、これら

アセットマネジメントの

専門部署に移管を行う数

値上の判断基準を設けな

いと各主管課では、個別の

事情に基づき判断がつか

ない事態も想定される。数

値基準に基づき機械的に

アセットマネジメントの

専門部門に管理・運用の判

断をさせることが望まし

いものと考える。 
 
Ⅵ 貸付不動産について 

２ 貸付の監査 

(1)貸付条項第１号を適用し

ている事例 

①【西蒲原土地改良区黒埼支

所用地】 

 
 
 
平成 23年 3月 31日付、 

新財管 1132 号「公有財産

（土地）の適正な管理につ

いて（通知）」により公有

財産の現況調査を実施す

るよう指示し、適正化を図

ってまいります。 

 また、未利用不動産の管 

理・運用については、関係 

課で協議をおこない、面積 

や形状及び周辺環境を考 

慮し、処分可能な財産は処 

分を進め、処分が困難な財 

産については活用を検討 

してまいります。 

情報管理及び運用方針

は専門部署が担当するこ

ととなりますが、施設の維

持管理や有効活用につい

ては、地域の実情に合わ

せ、速やかにかつ柔軟な運

用が必要であると考える

ため、アセットマネジメン

トを推進する専門部署の

設置に併せて、専門部署に

おける集中管理方式の導

入については、他都市の状

況など調査研究を進めて

まいります。 

【検討中】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

を進めます。 
【方針決定】 

 
財産管理の一括化は、災

害等の迅速対応を考慮す

ると現実的ではないため、

平成 24 年度に保全管理、

財産活用について役割分

担をする方針を決定しま

した。 

未利用不動産などの普

通財産の通常の保全、管理

は区を中心とし、財産管理

運用課は全体状況の把握、

評価、財産活用方針、入札

による売却など総括的な

役割を担います。 

また、平成 24 年度に公

有財産の適正かつ効率的

な管理・活用（ファシリテ

ィマネジメント、アセット

マネジメント）に向けた専

門組織を設置し、全庁を挙

げた財産経営の推進に取

り組み始めました。 

平成 25 年度からは地図

情報を活用して、一層の現

況把握に着手します。 

 【方針決定】 
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（主管課：西区農政商工課）                      

財産区分：普通財産 
西蒲原土地改良区は、千人 

余りの組合員を持ち、国・県

及び新潟市の進める土地改

良事業の促進のため地元と

の調整を図るなど多大な協

力をしている。また自らも農

業の近代化、合理化を促進

し、農業生産性の向上を図る

ため区域内の適正な排水管

理事業を実施しており、その

公共的役割は大きく「公共団

体」に該当する。 
（「貸付料免除申請書」の記

載内容） 
ａ 昭和58年6月議会にて

無償貸付として採択され

た。 
ｂ 農業生産性の向上を

図るため区域内の排水管

理事業を実施、また土地

改良事業のため、地元と

の調整を図り事業の促進

に協力している。 
ｃ 隣接する黒埼農村環

境改善センターは、農業

経営及び農村生活の改

善、合理化と住民の文化

活動の場として生活環境

作りの拠点となってい

る。 
【意見】 
貸付料免除申請書に記

載された理由には、借主の

資力に関する調査が行わ

れた形跡がない。 
 

 

 

 

 

②【西蒲原農業共済センタ

ー貸地】 
（主管課：西蒲区産業観光

課） 
財産区分：普通財産 
農業共済組合とは、農業災

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【西蒲原土地改良区黒埼

支所用地】、【西蒲原農業共

済センター貸地】について 

契約の更新をする際に、

物件の利用状況のみなら

ず、貸付料の減免について

検討を行い、適正な処理に

努めてまいります。 

【検討中】 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平成 20年 4月 1日新潟

市と西蒲原土地改良区が

締結した、市有財産使用貸

借契約書第 12条により、

平成 25年 3月 31日貸付期

間満了に伴い、返還される

予定です。 

【方針決定】 
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害補償法により一定の共済

掛金を払い込んだ組合員に

災害補償としての共済金を

支払う共済事業の機関をい

う。地区内の農家を組合員と

して市（区）町村ごとに設け

られ、その連合会は都道府県

ごとに設立し、国も一定の助

成を行なっており、「公共団

体」に該当する。 
（「貸付料免除申請書」の

記載内容） 
存在しない。 
担当者に確認したとこ

ろ、旧巻町が新潟市との合

併前に契約した平成 11 年

12 月 15 日からの 5 年間を

貸付期間とする契約書を

最後に書面の取り交わし

は存在しないため、新潟市

の手続で作成する公有財

産貸付調書及び貸付料免

除申請書は存在しない。 
【意見】 
旧巻町が平成 16 年に 5

年間を契約期間として契

約を更新していたとして

も、合併後の平成 21 年に

は契約を見直す機会があ

ったはずである。 
合併後の公有財産を統

一的に管理するためにも、

合併後、新潟市が初めて契

約をする際に、公有財産貸

付調書を作成し、改めて新

潟市の手続において貸付

料免除の手続を履践すべ

きである。 
 

(2) 貸付条項第 2号を適用

している事例      

Ｂ 社会福祉法人又は社会

福祉協議会       

社会福祉法人とは、社会福

祉事業を行うことを目的と

して、社会福祉法の定めると

ころにより設立された社会

福祉法第 22 条で定義される

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 
 
現在、当該財産の使用

形態について、変更が予

定されており、協議が整

い次第、新潟市公有財産

規則に基づく事務手続

に改めます。 
【方針決定】 
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法人である。障害者や老人な

どを対象とした福祉施設を

運営している。 
また社会福祉協議会とは、

社会福祉事業法に基づく社

会福祉法人の一。国・都道府

県・市区町村単位で組織さ

れ、地域住民の福祉増進をは

かる民間組織である。 
【意見】 
「貸付料免除申請書」に

は、「社会福祉事業（特別養

護老人ホーム等の設置経営）

の用途のため」又はこれと類

似の記載しかないものが散

見される。 
しかし、貸付は「当該貸付

料年額の 25％相当額の範囲

内における減額」が原則とさ

れており、無償にするには

「特別の理由」が必要なとこ

ろ、借主の資力等の調査が不

可欠と思料する。借主の資力

すら調査せずに、公共性の理

由のみをもって無償貸付を

承認することは、新潟市普通

財産貸付等事務取扱要領が

あえて「特別の理由」を要求

した趣旨を没却させるもの

である。 
今後、社会福祉法人に対す

る貸付を更新する際には、貸

付対象者の資力などを調査

したうえで判断すべきであ

る。 
 

Ｃ 無償貸付の理由付けが

不十分なもの 

④【西川商工会館敷地】 

（主管課：西蒲区産業観光

課） 

財産区分：普通財産 
【意見】 
「商工会」が「公共的な

団体」といえることは前記

のとおりである。 
ただし、会館敷地が「直

接公共の利益の用に供す

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【梨の里貸付地】、【特別養

護老人ホーム用地】、【小須

戸きずなの家】、【にいつ愛

慈保育園貸付地】、【障害施

設（すずまり）用地】につ

いて 

契約の更新をする際に、 

物件の利用状況のみなら

ず、貸付料の減免について

検討を行い、適正な処理に

努めてまいります。 

【検討中】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
契約の更新をする際に、

物件の利用状況のみなら

ず、貸付料の減免について

検討を行い、適正な処理に

努めてまいります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
合併前に各市町村が公

共性・公益性のため無償貸

付を前提に整備を進めた

施設については、引き続き

無償貸付とする方針を決

定しました。 
また、今後の新規貸付け

については、原則、有償貸

付とします。ただし、事業

譲渡などにより、無償貸付

となる案件が出ることも

あります。 
【措置済み】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
商工会の主な業務であ

る経営改善普及事業は、小

規模事業者からの相談を

受け、適切な助言・指導を

行うものであり、車庫敷地
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る」といえるか会館使用実

態を調査したうえ厳格に

解すべきである。 
本件では、「商工会車庫

敷地」目的も含まれるとこ

ろ、少なくとも車庫敷地は

「直接公共の利益の用に

供する」とはいえないと思

料する。 
しかも本件は後記する

連帯保証人がいない点で

も問題である。 
 

 

 

Ｄ 各自治会・町内会に対

する集会所敷地の貸付 
(ｴ)【旧白根中央保育園 外】

南新町自治会 

（主管課：南区健康福祉

課） 

財産区分：普通財産 
（現状）旧白根中央保育園

の一部 
（「貸付料免除申請書」の記

載内容） 
確認できなかった 

（旧白根中央保育園貸付料

免除に対する南区の考え方） 
後世に引き継ぐべき伝統

文化としての白根大凧合戦

については、南区の特色とし

て全国に発信している事業

であり、子ども凧合戦はその

後継者を育成する意味で重

要な役割を果たしているこ

と。 
使用目的が集会場的なも

のではなく、単に凧の保管場

所としてのみの使用である。 
使用面積についても、保育

室１室の貸出要望があるも

のの実際の使用面積は 10 ㎡

であること。 
【意見】 
公有財産貸付調書による

と、もともと未利用財産であ

った旧中央保育園の施設を

【検討中】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【旧白根中央保育園 外】南

新町自治会、【記念石碑用地

（細山）】について 

については貸付経緯、業務

内容と使用実態を確認し、

減免適用します。 
また、連帯保証人の取扱

いについては、無償貸付

における特殊法人、特別

民間法人、地縁団体等に

ついては不要とする方向

で、団体の範囲、債務確

保の担保を要しない条件

等を整理し、本年度取扱

方針を策定します。 
 【方針決定】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
本物件は、一部を貸付財

産としているものの、大部

分は未利用の状態となっ
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無償貸付したものであり、

「財産管理上支障がない」こ

とが貸付理由になっている。 
しかし、当該不動産の資産

価値は極めて高額であり、凧

の保管場所としての使用実

態は 10 ㎡しかないのにもか

かわらず、未利用不動産とし

て管理されていないことは、

今後の利用計画が進まない

可能性を高めている。本件財

産管理の方法について、再考

が必要である。 
また、本件貸付に必要な通

常費用は 22,560 円と算出さ

れているが、自治会にその程

度の負担能力がないとは思

われない。 
自治会の資力及び子ども

凧合戦事業の内容を加味し

たうえで再考することが望

ましい。 
 

(ｵ)【記念石碑用地（細山）】           

（主管課：江南区産業振興

課） 

財産区分：普通財産 
（「貸付料免除申請書」の

記載内容） 
当団体は大江山農村環境

改善センター管理のため、地

域住民により構成されてい

る団体であり、財政基盤が脆

弱である。また、記念石碑に

は大江山地域の歴史等の内

容が刻まれており、地域住民

にとって大切な財産である。 
【意見】 
同委員会は、大江山地域の

発展を期するため、大江山地

域住民の連帯と協調を深め

よい人間関係の育成と環境

の整備を推進し、地域づくり

に付与することを目的とし、

(a)亀田郷地域センターと連

絡を密にし、目的達成のため

の必要な調査・研究と地区内

問題の提起ならびに決定、

契約の更新をする際に、

物件の利用状況のみなら

ず、貸付料の減免について

検討を行い、適正な処理に

努めてまいります。 

【検討中】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

契約の更新をする際に、

物件の利用状況のみなら

ず、貸付料の減免について

検討を行い、適正な処理に

努めてまいります。 

  【検討中】 

 
 
 
 

ていることから、実態に即

して貸付財産と未利用財

産に分けて管理すること

として、公有財産異動報告

書を提出済です。 
貸付料の免除について、

再度検討しましたが、後世

に引き継ぐべき伝統文化

である「白根大凧合戦」の

重要性を考慮し、貸付料は

全額免除が相当と決定し

ました。 
【措置済み】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
大江山地区においては、

新潟市の事業計画に基づ

き、農村総合整備モデル事

業、農村基盤総合モデル事

業、農業集落排水事業など

各種の農業環境整備事業

が重点的に実施されまし

た。 
これらの事業は、市の呼

びかけに応じた地元住民
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(b)地域づくり達成のため住

民の意志の調整・協力態勢の

醸成に関すること、(c)その

他目的達成のために必要な

事項の処理に関することを

処理するものであり、「公共

的な団体」といえる。 
次に、「直接公共の利益の

用に供する」といえるために

は、当該記念碑の設置がある

場合とない場合において、公

益性にどのような違いがあ

るか客観的な資料をもって

説明できる必要があるもの

と解する。 
この点、当該碑の建立目的

は「如何に団結と協調と和が

大切であるかという経験を

此の事業を通じて感じ、大江

山地区発展に尽くす事を願

い、後世の為に此の碑を建立

する。」（「郷土悠々記念碑」

碑文より抜粋）ことにあった

ようであるが、当該碑が存在

しなければ団結と協調との

和が大切であるという経験

を後世に伝えることができ

ないわけではなく、他に集会

などの実施において同様の

効果を期待することができ

る反面、当該碑の存在によっ

て当該建立目的が達成しう

るか疑わしい。むしろ、当該

建立目的が風化し、その真意

が後世に伝わらないことす

らありうる。 
しかも、普通財産の貸付は

期限のあることが前提であ

るところ、このような碑の設

置は永続的な使用を目的と

しているところ、そもそも当

該貸付制度が想定する枠を

超えている。 
以上より、貸付自体の再検

討をするべきである。 
なお、他の申請と異なり、

借主の資力に触れているこ

とは評価できる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

が大江山地域づくり推進

協議会を中心として用地

提供や地元負担により竣

工したものです。 
当該石碑は、事業に協力

した地域住民と市が協働

でおこなった事業の竣工

を記念したもので、地域住

民が維持管理をしていま

す。市としても当該事業の

シンボルであり、その管理

に協力することは地方自

治体として当然のことと

考えています。 
なお、監査結果の検証に

あたり、過去の経緯を確認

したところ、平成 6 年当

時に方針伺いにより、この

取り扱いについて決裁さ

れていることを確認して

います。 
  【措置済み】 
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ただし、当該貸付面積は、

10.09㎡にすぎず、台帳価格

も13万1,000円にすぎない。

資力が脆弱とはいえ、このよ

うな記念石碑を製作する程

度の財源確保をすることが

できるのであるから、無償と

するか否かについて再考す

ることが望ましい。 
 

(3)貸付条項第４号を適用し

ている事例 

②【職員保養所用地】（主

管課：総務部職員課） 
財産区分：普通財産 

（「貸付料免除申請書」の記

載内容） 
無償貸付けを受ける土

地については、職員の福利

厚生を目的とした施設用

地として使用するため。 
（背景） 
市職員互助会が土地を

取得し、かつ施設を建設し

た後、互助会に法人格がな

かったため、市に寄附をし

て登記をしてもらった経

緯がある。 
寄附で取得した土地を

新潟市市職員の福利厚生

施設として無償貸付をし

た事案である。 
本件土地上にある施設

は、市職員が保養所として

利用することを目的とし

た宿泊施設（会議室もあ

る）である。ただし、当該

施設は、一般客にも開放さ

れており、一般客が宿泊施

設として利用することも

できる。予約方法につい

て、市職員と一般客との間

において差はない。 
（「貸付料免除申請書」の

記載内容） 
確認できなかった。 

【意見】 
新潟市普通財産貸付等

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【職員保養所用地】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
当該財産は寄附との理
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取扱要領によれば、無償貸

付をするためには「直接公

共的又は公益上のために

使用する場合に限り」とい

う要件が必要である。当該

要件は、厳格に解釈すべき

である。なぜなら、当該条

項の安易な適用を許容し

てしまうと、固定資産税を

免れるための手法として

利用されているとの誹り

を受けるおそれがあるか

らである。 
当該施設は、スキー場付

近に存在するため一般客

の需要も実在することは

明らかであり、一般客が利

用できる機会が市職員と

同様に確保されていれば

「直接公共的」な使用と評

価することができる。ただ

し、当該機会が確保されて

いるか否かは広報の方法

も加味して検討すべきで

ある。また一般客の利用頻

度を契約更新時に確認し、

その利用頻度から一般客

の利用機会が市職員と同

様に確保されていると言

い難い事情が発生した場

合には、貸付の更新をしな

いなどの対処も検討すべ

きである。 
「背景」として前記した

事実のうち、当該施設の利

用状況は公有財産貸付調

書からはうかがい知るこ

とができない事実であり、

直接担当者に事情聴取す

る必要があった。このよう

な背景事実は、当該貸付を

無償としてよいか否かの

重要な判断資料になるも

のであるところ、貸付免除

申請書において明記すべ

き内容である。 
貸付料免除申請書が確

認できなかったところ、当

【槇尾荘内地蔵堂】につい

て 

契約の更新をする際に、

物件の利用状況のみなら

ず、貸付料の減免について

検討を行い、適正な処理に

努めてまいります。 

【検討中】 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

由で新潟市が登記してい

るものの、市職員互助会が

管理運営をしている財産

で、そこには市費の投入は

されていません。実態とし

ては権利能力なき社団で

ある市職員互助会の財産

であり、所有権を含め、財

産管理の在り方を通常の

公有財産とは区分けして

整理していきます。 
【方針決定】 
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該手続の履践に努めるべ

きである。 
 
③【槇尾荘内地蔵堂】（西

区健康福祉課） 
（現状） 
上記地積内 5.76 ㎡に先

祖の霊を供養する地蔵堂

がある。 
（経緯） 
当該地は、地元から老人

憩いの家槇尾荘の建設用

地として寄附を受けた土

地であり、その土地は火葬

場の跡地であったことか

ら、先祖の霊を供養する地

蔵堂が設置された。憩の家

が平穏無事に利用される

ことを願って地蔵堂の復

元が求められ、槇尾荘敷地

内に地元の費用負担及び

管理より設置されたもの

である。 
【意見】 
地蔵堂が設置されてい

ることに関し、「市が連合

町内会に対し市有地を無

償で神社施設の敷地とし

ての利用に供している行

為が憲法第 89条、第 20条

1 項後段に違反する」とし

た最高裁平成 22 年 1 月 20

日判決の立場から、本件事

例が憲法違反にならない

か問題となる。 
前記最高裁が違憲判断

した事例は、神社施設が一

義的に宗教施設であって、

そこで行われる行事も宗

教的な行事であることを

問題としている。これに対

し、「寺院外に存する地蔵

像に対する信仰は、仏教と

しての地蔵信仰が変質し

た庶民の民間信仰であっ

たが、それが長年に亘り伝

承された結果、その儀礼行

事は地域住民の生活の中

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
今回の検討（再考）にあ

たっても「直接公共的」で

あると判断し無償貸付と

することとしました。 
・設置の目的は、当該地に

あった「火葬場」における

先祖の供養と安全祈願と

いう習俗的目的であり、伝

統的習俗であって仏教等

特定の宗教を援助・助長

し、他の宗教に圧迫・干渉

を加えるものとは認めら

れないこと。 
・設置者・貸付者が寄附者

であって、公共的な団体の

「自治会」であること。 
・地元住民が輪番制で清掃

等を行う 
など、自治会の総意で管理

を行っていること。 
・当該地蔵堂の管理は自治

会のみにより行われ、他の

団体等が関与していない

こと。 
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で習俗化し、このような地

蔵像の帯有する宗教性は

希薄なものとなっている」

（最高裁平成 4 年 11 月 16

日判決）と評価されている

ところ、本件地蔵堂につい

ても、宗教性は希薄といえ

る。 
また本件市有地の貸付

目的は、あくまでも老人憩

の家槇尾荘としての用地

であるところ、その目的に

何ら宗教的意義を有する

ものではなく、貸付を受け

る者も自治会であり、何ら

宗教的活動を目的とする

団体ではない。 
以上からすれば、本件地

蔵堂の敷地として貸し付

けた行為も、宗教的色彩の

希薄な伝統的習俗的行事

に留まっていると評価で

きる。 
新潟市普通財産貸付等

取扱要領によれば、無償貸

付をするためには「直接公

共的又は公益上のために

使用する場合に限り」とい

う要件が必要である。地蔵

堂の設置は、宗教的色彩が

希薄とはいえ全くないと

まではいえないところ、自

ずと公共性にも限界があ

るものといえる。そこで、

地蔵堂の設置が「直接公共

的」な使用といえるかは疑

問であり、無償とするか否

かについて再考すること

が望ましい。 
 

・憩いの家が平穏無事に利

用されることを願って当

該地蔵堂の復元が求めら

れ，憩いの家敷地内に地元

の負担で設置されたこと。 
【措置済み】 

 
 ※措置欄に記載の【措置済み】及び【方針決定】について 
 【措置済み】は、外部監査人の指摘や意見について、必要な措置が実施されたこと、 
 【方針決定】は、外部監査人の指摘や意見について、改善措置は完了していないが、措置方

針は決定していること、 
 を示しているもので、監査委員事務局において追記したものです。 
 


